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「七福神と資産形成」 
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一月にイカス主催の日本橋七福神巡りに参加しました。三宅あみ（ジャパネスク

ナビゲーター）さんの、丁寧な説明や、蔦屋重三郎が「耕書堂」を構えた人形町

界隈の散策も楽しく、学びと元気をもらったツアーでした。 

 七福神とは一般的に恵比須、大黒天、毘沙門天 、弁財天、布袋、福禄寿、寿

老人とされています。三宅さんから資料によれば、その起源は室町時代末期頃、

それぞれ日本に伝わっていた様々な背景（神道、ヒンドゥー教、仏教、道教）の

神仏 7柱をまとめてセットで信仰したのが始まりだそうです。 

今回の七福神巡りで一番長い行列ができていたのは小網神社です（右写真）。

七福神では弁財天と福禄寿が祀られ、「強運厄除けの神」として知られる当社は、

日本に忍び寄る「人口減少」「自然災害」「地政学リスク」などの「厄」から身を

守り、同時に精彩を欠く経済の中で暮らしながらも「財運」を開いてくれる強力

な二刀流の神様のようですね。 

ところで、七福神の中でインドのヒンドゥー教由来である三神、 （大黒天、毘

沙門天、弁財天）を合体させた尊像が京都にあります。中央写真の東山の高台寺

圓徳院に伝わる「三面大黒天」です。この「三面大黒天」は豊臣秀吉の守り本尊

であり、正面・向かって左面・右面と三つの顔を持ち、それぞれ福の神「大黒天」、

勝利・子宝の神「毘沙門天」、学問・芸術の神「弁財天」の三天合体神です。単

独でも強力な天部が三位一体となったこの最強パワーの福の神を、秀吉は肌身

離さず持っていたと言われています。 

では、自分の金融資産に小網神社や三面大黒天の様なパワーを与えることは

できるのでしょうか。それはやはりインドへの長期投資に可能性がありそうで

す。インドは国力の向上でリスクという「厄」が減る一方で、若い人材、AI/宇

宙開発等の技術革新、民主主義を基に「運」が開けてくる環境にあります。イン

ドへの投資は、これからの私たちの金融資産の守り本尊（コア）として大いに期

待できそうです。七福神巡りは資産形成の大きなヒントになりました。 
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＜末廣神社：毘沙門天＞        ＜圓徳院：三面大黒天＞     ＜小網神社：弁財天・福禄寿＞                 

   

 

 

 


